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地域医療支援病院に承認されました。

特定初診料

2,160円

特別初診料

5,400円

　当院は、平成29年8月29日、地域医療支援病院に承認されました。

　地域医療支援病院制度は、地域で必要な医療を確保し、地域の医療機関との連携等を図ることを目

的として、創設されました。紹介患者さんに対する医療の提供や医療機器の共同利用等を通じて、か

かりつけ医・かかりつけ歯科医を支援する能力を備え、地域医療の確保を図る病院としてふさわしい

構造・設備等を有する病院に対し、都道府県知事が承認しています。

　当院は、地域の基幹病院として、医師会等関係団体や地域の医療機関との強固な連携体制を築きつ

つ、高度・専門医療をより一層推進することで、今後も地域完結型の医療を構築していきます。

　｢地域医療支援病院」の承認を受けたことに伴い、平成30年1月１日より、他の医療機関からの紹介

状をお持ちでない初診の患者さんにご負担いただいている「特定初診料」を「特別初診料」に改め、

金額を変更しました。ご理解とご協力をお願いいたします。

◦紹介患者に対する医療の提供 ◦日本医療機能評価機構による評価の受審

◦かかりつけ医等への逆紹介 ◦退院調整部門の設置

◦高度医療機器の共同利用の実施 ◦地域連携クリニカルパスの策定と

◦救急搬送患者の受け入れ 　地域の医療機関への普及

◦地域の医療従事者に対する研修 ◦患者が医療機関を適切に選択できる

 　ための情報発信　等

【具体的な取り組み】

詳細は
2ページへ

➡➡
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平成30年1月1日より「特別初診料｣・｢特別再診料」を

ご負担いただくことになりました。

区　　　分
平成29年12月31日まで 改　定　後

特定初診料 特別初診料 特別再診料

医　　　科
2,160円

5,400円 2,700円

歯　　　科 3,240円 1,620円

｢特別初診料｣・｢特別再診料」の負担がない方

●紹介状を持参した方   　　　  ●その他

●緊急・やむを得ない事情がある場合  　◦当院の他の診療科を受診中の方

　◦救急搬送された方    　◦当院の医科・歯科間で紹介した方

　◦公費負担医療対象の方   　◦特定健診、がん検診等の結果により

　◦HIV感染の方    　　精密検査の指示があった方

      　◦外来受診から継続して入院した方

【参考】紹介状の有無による初診患者負担額合計と差額について

区　　　　　　分 紹介状持参
紹介状なし

H29.12.31まで 医科改定後 歯科改定後

初診患者負担額の合計 2,450円 3,010円 6,250円 4,090円

紹介状持参との差額 － 560円 3,800円 1,640円

内訳

かかりつけ医
での負担額

初診料※ 850円 － － －

紹介状料※ 750円 － － －

中央病院
での負担額

初診料※ 850円 850円 850円 850円

特定・特別初診料 0円 2,160円 5,400円 3,240円

※保険診療分として3割負担で試算

医事課　内線2103・2105

紹 介 状 持 参 の お 願 い

　当院は、他の医療機関と連携し、患者さんを相互に紹介する病診連携・病病連携を推進しています。

　当院へ患者さんが集中することは、緊急性のある方の診察や処置などに影響が出ることが懸念されま

すので、まず、地域の医院・診療所を受診し、紹介状を持参のうえ、受診していただきますようお願い

いたします。

　　紹介状を持参すると・・・

　　●特別初診料や特別再診料を負担していただく必要がありません。

　　●他の医療機関における今までの治療経過・投薬状況等の情報を正確に当院の医師に伝えることが

　　　できます。

　　●予約受診をしていただければ、診察の待ち時間も短くなります。

特別再診料とは 特別初診料とは 

症状が安定し、当院から他の医療機関に文書

による紹介をされた後、自己判断により当院

への通院を継続する場合に、保険適用される

再診料（3割負担の場合：220円）に加えて

患者さんに負担していただくものです。

初診時に紹介状をお持ちにならずに来院され

た場合に、保険適用される初診料（3割負担

の場合：850円）に加えて、患者さんに負担

していただくものです。

(税込み)

(税込み)
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富士市立中央病院外来日程表
受付時間：午前8時～11時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成30年1月1日現在

診療科 《 部 長 名 》 月 火 水 木 金 （　備　　考　）
内 科

初診
増田 高村 伊藤晶 遠藤 石見

高津 青木 桐生 嵯峨㟢 庄司

（ 血 液 内 科 ）《藤井常宏》 藤井 谷口 藤井 山城 谷口医師は午後予約のみ

（糖尿病･内分泌内科）《辻野大助》 辻野／比企 須藤／石澤 辻野 須藤 辻野 月曜の辻野医師は午前、比企医師は午後

（呼吸器内科）《木村哲夫》 木村 木村 木村 木村 橋本 火曜の須藤医師は午前、石澤医師は午後

（ 腎 臓 内 科 ）《笠井健司》 高橋 笠井 高村 高橋 笠井

（消化器内科）《佐伯千里》 佐伯 伊藤公 鳥巣 中野 佐伯

（ 神 経 内 科 ）《 河 野　 優 》 河野 森田 河野 河野 河野

精 神 神 経 科 《外岡雄二》 外岡 外岡 外岡 《初診は完全紹介状制》

循 環 器 科 初診 阪本 阪本 長谷川／木下 山田 木曜の長谷川医師は奇数週、木下医師は偶数週

（循環器内科）《阪本宏志》 三川 三川 三川 三川 火曜の初診受付は午前10時まで

木下 山田 阪本

（心臓血管外科）《田口真吾》 田口 木ノ内

小 児 科 千葉 千葉

松岡 鈴木貴 松岡 松岡 鈴木貴

鈴木亮 秋山 鈴木亮 秋山 秋山

外 科 《梶本徹也》 初診 交代制 交代制 交代制 交代制 交代制 ※1木曜の芦塚医師(小児外科)は偶数週の午前《初診は完全紹介状制》

市原 吉田 梶本 坪井 良元

道躰／村上 谷田部 髙野 道躰 火曜の道躰医師は午前、村上医師は午後

良元 柏木 中野 柏木 木曜の中野医師は奇数週は午前、偶数週は午後

芦塚※1／森川 森川医師は偶数週の午後2時～4時

交代制※2 ※2はヘルニア外来（午後のみ）

（ 乳 腺 疾 患 ） 女性専用の外来 梶本 神尾 木曜の神尾医師は第3週

整 形 外 科 《 加 藤　 努 》 閨谷 永井 永井 閨谷 《初診は完全紹介状制》

宮坂 嶺 嶺 派遣医師 水曜は初診のみ（紹介状制）

村上 加藤 交代制 村上 加藤 水曜の診察は午前9時半から

脳 神 経 外 科 《 諸 岡　 暁 》 廣津／坂本 武井 水曜は初診のみ、火曜の廣津医師は午前、坂本医師は午後

野田 諸岡 交代制 野田 諸岡 火曜の諸岡医師、木曜の野田医師は再診のみ

形 成 外 科 西村 平川 西村
（休診）

西村 《初診は完全紹介状制》

仲 仲 仲 仲

泌 尿 器 科 《後藤博一》 後藤 鈴木 後藤 鈴木 後藤

下村 阪中 下村

（ 排 尿 障 害 ） 女性専用の外来 平成30年1月より約3ヶ月間、休診します。

産 婦 人 科 《鈴木康之》 初診 小田／鈴木崇 長谷川 鈴木康 矢田 松木 《婦人科初診は完全紹介状制》

婦人科再診 矢田 松木 鈴木崇 小田 鈴木康 月曜の小田医師は奇数週、鈴木崇医師は偶数週

妊婦健診 松木 矢田 交代制 鈴木康 長谷川

（ 不 妊 症 ）
女性専用の外来

鈴木康 長谷川 鈴木康 長谷川 鈴木康 受付は午前8時～9時

（婦人科疾患） 廣中 金山／小田 受付は午後1時～2時

眼 科 《藤谷暢子》 藤谷 藤谷 藤谷 藤谷 藤谷 木曜は紹介状初診及び予約のみ

渡辺 渡辺 渡辺 （渡辺） 渡辺 木曜の渡辺医師は第4週のみ

耳 鼻 咽 喉 科 《重田泰史》 黒田 交代制 黒田 内尾 交代制 火曜・金曜は初診のみ

重田 内尾 重田

内尾 重田 黒田

皮 膚 科 《津嶋友央》 津嶋 津嶋 津嶋／森 津嶋 津嶋 水曜の津嶋医師は奇数週、森医師は偶数週

森 森 森 森

放 射 線 科 道本 道本 道本 道本 道本 《初診は完全紹介状制、完全予約制》

青木 小宮山 ←治療外来

歯科口腔外科 《勝山直彦》 勝山 勝山 勝山 勝山 勝山

井出 井出 井出 井出 井出

久我 久我 久我 久我 久我

岡村 小林／阿部 磯田／児玉･岡山

緩  和  ケ  ア  外  来 梶本 梶本医師は奇数週のみ《初診は完全紹介予約制》

※都合により、内容が変更になることがあります。
※女性専用の外来を担当する女性医師は、赤字で表示しています。

●医師の人事異動について
退任日：平成29年12月31日　  就任日：平成30年1月1日

診療科 退任医師名 就任医師名 診療科 退任医師名 就任医師名

心臓血管外科 織
オ リ

井
イ

　恒
コ ウ

安
ア ン

田
タ

口
グ チ

　真
シ ン

吾
ゴ

整形外科
山
ヤ マ

口
グ チ

　雅
マ サ

人
ト

閨
ネ ヤ

谷
タ ニ

　太
タ イ

希
キ

外科 谷
ヤ

田
タ

部
ベ

　沙
サ

織
オ リ

－ 江
エ

﨑
サ キ

　直
ナ オ

哉
ヤ

宮
ミ ヤ

坂
サ カ

　玄
ゲ ン

樹
キ

産婦人科 東
ト ウ

堂
ド ウ

　祐
ユ ウ

介
ス ケ

佐
サ

藤
ト ウ

　あずさ
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患者さん一人ひとりに合わせた治療を提供します各科紹介
〜脳神経外科〜

私たち脳神経外科は、常勤医師4名の体制で診療

にあたっています。

対象とする疾患は、脳出血・脳梗塞・くも膜下出

血などの脳血管障害、頭部外傷、脳腫瘍など多岐

に渡ります。高度で専門的な治療として「脳血管内

手術」があり、｢脳動脈瘤
りゅう

」や「内
な い

頸
け い

動脈狭
きょう

窄
さ く

症」

などの疾患に対して患者さんへの負担の少ない治療

を行っています。また、市民の皆様に高いレベルで

医療を提供できるよう東京慈恵会医科大学と連携し、

脳血管内治療専門医による外来診療や手術応援など

の体制を整えています。

脳神経外科は外科的手術が治療の主体となります

が、外科的手術をしない選択肢もあります。従来の

開頭手術と血管内治療のどちらにも対応できるよう

にすることで、たとえ同じ病気であったとしても、

患者さん一人ひとりに合った適切な治療が選択でき

る体制を整えています。頭について心配なことがあ

りましたら、当科外来までご相談ください。

今後も地域に根ざす基幹病院としての役割を果た

し、市民の皆様の健康を支えるべく強い使命感を

持って、日々の診療にあたってまいります。

平成29年9月から小児外科専門外来を開始しました。

外来では、15歳以下の泌尿器科や婦人科疾患を

含む外科疾患、20歳前後までの鼠
そ

径
け い

ヘルニア、小

児と成人の胸
きょう

郭
か く

変形（漏
ろ う

斗
と

胸）が診療対象となりま

す。また、小児期に他医療機関の小児外科で治療を

受け、その後、成人になってお困りの方の診療・相

談も可能です。

泌尿器疾患は精巣・陰茎の異常、膀
ぼ う

胱
こ う

尿管逆流症、

水腎症など、婦人科疾患は陰唇癒合、小児の卵巣腫

瘍（嚢
の う

腫
し ゅ

）などに対応できます。乳幼児便秘の治

療・生活指導や乳児の巨大な臍
さ い

ヘルニアに対する圧

迫治療および小児包茎に対する軟
な ん

膏
こ う

を用いた治療も

行います。

また、当院における治療は、原則として、手術翌

日に退院が可能な小児科疾患である鼠
そ

径
け い

ヘルニア

（腹
ふ く

腔
く う

鏡
きょう

で手術可能）・陰
い ん

嚢
の う

水腫・停留精巣・臍
さ い

ヘ

ルニア・痔
じ

瘻
ろ う

・正中頚
け い

嚢
の う

胞
ほ う

の手術やリンパ管腫の硬

化療法を含めた治療などが主体となります。受診の

際は、他の医療機関からの紹介・予約が必要です。

(完全紹介予約制)

日 時  毎月第2･4木曜日 午前9時から正午まで

受付時間  午前8時から午前11時まで

場 所  本館1階外科外来

お問い合わせ  外科外来　内線2181

芦
あ し

塚
づ か

　修
しゅう

一
い ち

 医師
【専門領域】
小児外科全般
小児内視鏡外科
日本外科学会専門医･指導医
日本小児外科学会専門医
日本内視鏡外科学会技術認定(小児外科)
日本周産期･新生児医学会認定外科医

東京慈恵会医科大学　小児外科

 小児外科専門外来を

 開始しました！

　　　野田 靖人 副部長　　諸岡 暁 副院長 兼 部長

廣津 竜也 医師
武井　淳 医師
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お　し　ら　せ

　これから就職活動を始める、または就職活動

中の学生の皆さん! 実際に看護の職場を体験し、

仕事の雰囲気を感じてみませんか？ 楽しい一

日が過ごせるよう充実したプログラムを用意し

て、スタッフ一同心よりお待ちしております。

実施日

平成30年2月7日㈬･14日㈬･21日㈬･28日㈬

平成30年3月7日㈬･14日㈬･28日㈬

 ※当院ウェブサイトの

　　　　　　　 案内に沿って

 　お申し込みください。

　皆さんの作品が患者さんを笑顔にします。

　平成30年4月から9月までの展示分について、

下記のとおり申し込みを受け付けます。

受付日  平成30年2月23日(金)

 午前9時から午前9時30分まで
 ※希望者多数の場合は、午前9時30分から月ごとに

 　抽選を行います。

場　所  2階　大会議室

持ち物  院内ギャラリー

 展示申込書
 ※募集要項及び申込書は

 　当院ウェブサイトを

 　ご確認ください。

　平成30年度富士市立中央病院「病院だより」と「ウェブサイト」に掲載する広告を募集します。

　平成29年7月、最新のパノラマX線撮影装置（朝日レントゲン Hyper-Xシリーズ Hyper-G CM）に

更新し、床面バリアフリーとなりました。従来の装置では困難であった車椅子での撮影も可能となり、

幅広い患者さんにご利用いただいております。また、画質性能も大幅に向上しました。

最新装置の特徴

◦顎関節･臼歯部の画像の粗さが抑えられ、カリエスや炎症

などの症例を診断しやすくなりました。

◦広範囲のデータを取得でき、前歯部を鮮明に表示できるよ

うになりました。

◦顎関節開口位・閉口位撮影モードが追加され、顎関節症の

診断等に用いることができるようになりました。

◦セファロ撮影モードが追加され、矯正の診断に最適な画像

を撮影することができるようになりました。

【看護学生インターンシップ開催】 【院内ギャラリー展示申込みについて】

【病院だより･ウェブサイトへの広告募集!】

【パノラマX線撮影装置を更新しました】

看護部 病院経営課 内線2222

病院経営課 内線2221

●病院だより　　

掲載位置  最終ページ下部　

掲載料  1枠 30,000円(税込み）

募集数  1号につき2枠(年4回発行）

申し込み  平成30年2月5日(月)から
 2月28日(水)まで

●ウェブサイト　　

掲載位置  トップページ下部　

掲載料  1枠1か月 5,000円(税込み）

募集数  6枠

申し込み  掲載希望月の1か月前まで
　　　　　（4月からの掲載は2月28日(水)まで）

応募多数の場合は、①通年契約、②複数号契約、

③第40号契約の順で受付順に審査します。

掲載期間は平成30年4月から平成31年3月までの間で、

原則3か月以上とします。

※募集要項及び申込書は当ウェブサイトをご確認ください。

ウェブサイト

リニューアル
平成30年1月中旬

中央放射線科
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営業時間

9:00～18:00

第３日曜定休

駐車場あり

営業時間

9:00～17:00

日・祝日定休

駐車場あり

ほけんの
窓口

至富士

富士宮

富士宮駅

富士宮市立病院

富士急ホテル富士急ホテル

マルハン

イオンSC
富士宮

富士宮補聴器センター富士宮補聴器センター
富士宮店富士宮店

リオネットセンター富士
富士市石坂 大渕街道沿い

TEL・FAX 0545-53-2365

あなたのまちの補聴器やさん

富士宮補聴器センター
富士宮市錦町 イオンSC富士宮東側

TEL・FAX 0544-27-5629

東名高
速道路

富士
IC

アピタ

吉原高校

リオネット
センター富士

大
渕
街
道

Ｒ
１
３
９

ミニ
ストップ

ハック
ドラッグ

HB-P1

体積

約 ダウン
％25

従来品
タイプ

認定補聴器技能者在籍任せて安心！

より快適な両耳用低価格モデルより快適な両耳用低価格モデル

『リオネットウィー』『リオネットウィー』 新発売新発売!!もも

重量

約 ダウン
％20

従来の機種と同等出力で

小型・軽量化に成功!
（高出力補聴器『HB-P1』）

広告に関する一切の責任は広告主に帰属します。また、富士市が推奨するものではありません。
お問い合わせ：病院経営課　内線2221・2222

総合相談センター ～こんな相談を受け付けています～ 

その他の病院内の相談は… 各種教室の紹介

出前講座の紹介

●看護相談・がん相談・よろず相談　 内線2046 

患者さんとご家族が抱える様々な問題を共に考え、解決していくお手伝いをします。病気や治療のこと、退院後の生活に

対する不安など、専任の看護師がご相談に応じます。

●医療福祉相談(健診含む)　 内線2918 

患者さんの介護保険の利用、医療費などの心配、退院後の生活の準備、転院先案内など、医療ソーシャルワーカーがご相

談に応じます。

月曜日〜金曜日　8:30〜16:00　地域連携室内(1階正面玄関入って右側)

●お薬相談　お薬相談室(1階お薬渡し口隣り) 

　月曜日～金曜日　 8:30～17:00 

　お問い合わせ：薬剤科　 内線2126 

●栄養相談　栄養相談室(2階循環器内科外来隣り) 

　月曜日～金曜日　※予約制です。 

　お問い合わせ：栄養科　  内線2146 

●検査に関する相談・血糖自己測定器の説明　中央検査相談室(2階) 

　月曜日～金曜日　 8:30～17:00 

　お問い合わせ：臨床検査科　 内線2267 

●フットケア相談(糖尿病患者さんの足のケア)　内科外来(2階) 

　第2・第4水・木曜日 13:30～15:30 

　お問い合わせ：内科外来　 内線2285 

●医療放射線被ばく相談　中央放射線科(1階) 

　火・木曜日　※予約制です。 

　お問い合わせ：中央放射線科　 内線2153 

●医療安全相談　医療安全相談室(2階内科外来奥) 

　月曜日～金曜日　8:30～16:00 

　お問い合わせ：医療安全対策室　 内線2259 

　患者さんとご家族を対象とした教室を開催していますの

で、お気軽にご参加ください。開催日・講義内容について

はお問い合わせください。各教室の開催場所は、いずれも

2階大会議室です。

●腎臓病教室　お問い合わせ：栄養科　 内線2146 

　日時：毎月第3火曜日　15:00～16:00

　第42期腎臓病教室スケジュール

　第4回 2/20、第5回 3/20、第6回 4/17

●ファミリークラス(バースクラス・ペアクラス)

　お問い合わせ：産婦人科外来　 内線2059 

　日時：毎月3回　13:00～15:00

　当院職員を学校・会社・町内会の集まり・医療施設等へ派

遣します。講座は全部で54メニュー、全て無料です。ぜひ

ご利用ください。

●詳細は当院ウェブサイトまで 

　お問い合わせ：病院経営課　 内線2222 

〈富士市立中央病院の理念〉
富士市立中央病院は、地域の基幹病院として、市民の皆さまに

より良い医療をやさしく安全に提供し、常に医療の向上に努め

ます。

〈富士市立中央病院職員宣言〉
1  私たちは、患者さまの権利を尊重し、相互信頼に基づく医療

に努めます。

2  私たちは、知りえた個人のプライバシーは、必ず保護します。

3  私たちは、検査・治療・予後などについて、分かりやすい説

明に努め、患者さまの意思を尊重します。

4  私たちは、患者さまの必要や希望があれば、他の医療機関へ

紹介し、必要な情報を提供します。

5  私たちは、市立病院としての自覚のもと、絶えず自己研鑽し、

コスト意識を持ち、効率的な運営に努めます。

6  私たちは、医療機関相互の連携に心して、地域の医療体制へ

の貢献に努めます。

〈平成29年度病院指針〉
「急性期医療の充実と連携強化で地域に信頼される病院」
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